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令和７年度 玖珠町財政健全化判断比率及び 

資 金 不 足 比 率 の 審 査 意 見 に つ い て 

 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第３条第１項及び

第２２条第１項の規定による健全化判断比率及び資金不足比率並びにその算定の基礎となる

書類について審査した結果、別紙のとおり意見を付する。 
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令和７年度 玖珠町財政健全化判断比率及び資金不足比率審査意見 

 

 

第１ 審査の種類 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定に基

づく審査 

 

第２ 審査の対象 

 １ 令和７年度決算に基づく健全化判断比率 

  (1) 実質赤字比率 

  (2) 連結実質赤字比率 

  (3) 実質公債費比率 

  (4) 将来負担比率 

 

 ２ 令和７年度決算に基づく資金不足比率 

  (1) 玖珠町水道事業会計 

  (2) 玖珠町簡易水道事業会計 

 

 ３ 上記比率の算定の基礎となる事項を記載した書類 

 

第３ 審査の期間及び場所 

  令和８年７月１日から同年８月１７日まで 

  監査委員事務局 監査事務室 

 

第４ 審査の方法 

  審査に当たっては、玖珠町監査基準に従い、審査に付された健全化判断比率及び資金不足比

率並びにその算定の基礎となる事項を記載した書類について、関係法令に準拠し適正に算定さ

れているか、その算定の基礎となる根拠資料の照合、関係職員からの聴取などを実施すること

により審査を行った。 
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第５ 審査の結果 

   審査に付された下記の健全化判断比率及び資金不足比率並びにその算定の基礎となる事項

を記載した書類は、関係法令の規定に基づき適正に算定され、かつ、正確であるものと認め

られた。 
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 １ 健全化判断比率の状況 

（単位：％） 

区 分 ７年度 ６年度 比較増減 
７年度 

早期健全化基準 

(1) 実質赤字比率 △ 6.74 △ 7.67 0.93 14.61 

(2) 連結実質赤字比率  △ 14.72 △ 16.08 1.36 19.61 

(3) 実質公債費比率 4.2  3.9  0.3  25.0  

(4) 将来負担比率 △ 64.0  △ 55.6  △ 8.4  350.0  

＊比較増減の「増」は財政運営の悪化、「減」（△）は改善を示す。 

 

  (1) 実質赤字比率について 

    一般会計等を対象とした実質赤字額（歳出総額が歳入総額を上回る場合の赤字額）が、

標準財政規模に対してどの位の割合になるかを示す指標であり、令和７年度の実質赤字比

率は、マイナスとなっており、早期健全化基準の 14.61％と比較すると、これを下回ってい

る。 

 

  (2) 連結実質赤字比率について 

    全会計（一般会計、特別会計、水道事業会計）の実質赤字額が、標準財政規模に対して

どの位の割合になるかを示す指標であり、令和７年度の連結実質赤字比率は、マイナスと

なっており、早期健全化基準の 19.61％と比較すると、これを下回っている。 

 

  (3) 実質公債費比率について 

    一般会計等の負担する元利償還金及び準元利償還金（実質的な借入金などの年間返済額）

が、標準財政規模を基本とした額に対してどの位の割合になるかを示す指標であり、当年

度・前年度・前々年度の 3 カ年の平均値により算定される。令和７年度の実質公債費比率

は、4.2％となっており、早期健全化基準の 25.0％と比較すると、これを下回っている。 

 

  (4) 将来負担比率について 

    一般会計等の将来負担すべき実質的な負債が、標準財政規模を基本とした額に対してど

の位の割合になるかを示す指標であり、令和７年度の将来負担比率は、マイナスとなって

おり、早期健全化基準の 350.0％と比較すると、これを下回っている。 
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 ２ 資金不足比率の状況 

（単位：％） 

会計の名称 令和７年度 早期健全化基準 備   考 

(1) 玖珠町水道事業会計 ―  20.0   

(2) 玖珠町簡易水道事業会計 ―  20.0   

※資金不足比率の「－」の表示は、資金不足が発生していないことを示す。 

 

  (1) 玖珠町水道事業会計について 

    前年度に引き続き資金不足は発生しておらず、当比率の算定上は良好な状態にあると認

められる。 

 

  (2) 玖珠町簡易水道事業会計について 

    前年度に引き続き資金不足は発生しておらず、当比率の算定上は良好な状態にあると認

められる。 



 

 

 

 


